
第４１１回教育研究評議会議事要録 
 

１．日 時   令和６年１月３０日（火）１３：３０～１５：３５ 

２．場 所   第２会議室 

３．出席者   三浦議長、塩谷評議員、佐野評議員、内藤評議員、 

谷評議員、田中評議員、新田評議員、初澤評議員、 

高橋評議員、菊地評議員、井上評議員、奥本評議員、 

熊沢評議員、長橋評議員、柴崎評議員、荒井評議員、 

神宮字評議員、宗形評議員、福冨評議員、鈴木評議員、 

難波評議員 

【オブザーバー】鈴木理事、濱津理事、上井監事 

４．オンライン出席  福島評議員、松田評議員 

５．欠席者   井實評議員、小川評議員、大山評議員、小野原評議員 

  

６．議事 

【確認事項等】 

議事に先立ち、三浦議長から年頭の挨拶があった。挨拶では、令和６年能登半島地震

でお亡くなりになられた方への哀悼の意を捧げるとともに、被災された方へのお見舞い

の言葉があった。 

 第４０８回～第４１０回教育研究評議会議事要録を原案のとおり確認した。 

 

（１）【審議】第４期中期目標・中期計画の変更について  ＜資料１＞ 

三浦議長から、資料１に基づき、大学院改革に伴う第４期中期計画目標・中期計画の

変更について提案があった。 

審議の結果、提案のとおり承認され、１月３１日に文部科学省へ提出することとし

た。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（２）【審議】福島大学における生成AI利用ガイドラインについて ＜資料２＞ 

三浦議長から、資料２に基づき、令和５年度第１８回役員懇談会（令和５年９月１１

日開催）で作成の指示を行った「福島大学における生成AI利用ガイドライン（案）」に

ついて提案があった。 



審議の結果、提案のとおり承認され、各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参

照の上、報告することとした。 

 

（３）【報告】学内諸規則等の制定について（国立大学法人福島大学運営組織に関する規

則）        ＜資料３＞ 

塩谷評議員から、資料３に基づき、第１２６回経営協議会（令和６年１月２３日開

催）及び第６５４回役員会（令和６年１月２９日）で承認された、学内諸規則等の制定

について報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（４）【報告】福島大学研究データ管理・公開ポリシー及び解説の制定について＜資料４＞ 

佐野評議員から、資料４に基づき、研究推進機構会議において制定した福島大学研究

データ管理・公開ポリシー制定の経緯及びポリシーの詳細について報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（５）【報告】令和６年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の算定の考え方等に

ついて       ＜資料５＞ 

内藤評議員から、令和６年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」（以下、共

通指標）の概要を取りまとめた旨報告があり、財務課より、資料５に基づき、各評価指

標における本学の状況、各指標の集計方法・配分額の算定方法等の重要事項等について

説明があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（６）【報告】韓国農漁村公社農漁村研究院との学術交流協定締結について  

        ＜資料６＞ 

田中評議員から、資料６に基づき、第６５３回役員会（令和６年１月２２日開催）で

承認された、本学と韓国農漁村公社農漁村研究院との学術交流協定を締結すること及び

協定の目的について報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（７）【報告】国立大学法人東北大学と福島大学とのクロスアポイントメント制度に関する

協定書の締結について（継続）    ＜資料７＞ 



松田評議員から、資料７に基づき、第６５４回役員会（令和６年１月２９日開催）で

承認された、本学と国立大学法人東北大学とのクロスアポイントメント協定の期間延長

に係る変更協定の締結について報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（８）【審議】理工学群共生システム理工学類の収容定員の変更について＜資料８＞ 

 三浦議長から、第４０３回教育研究評議会（令和５年７月２５日開催）において報告し
た、「令和５年度大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強
化に係る支援）」（以下、高度情報専門人材事業）の選定に伴い、令和７年度から理工学
群共生システム理工学類の入学定員を現行の１６０人から２００人に４０人増員し、収容
定員を令和１０年度（完成年度）までに現行の６４０人から８００人に１６０人増員する
ことについて提案があり、長橋共生システム理工学類長より、資料８に基づき、令和７年
度学類コース再編の概要及び令和９年度に予定している大学院共生システム理工学研究科
博士前期課程（共生システム理工学専攻）の定員増の概要について説明があった。また、
三浦議長より、大学全体の収容定員の増加を伴う学部定員の増員を行う場合には、国立大
学法人の第５期中期目標期間終了時（令和１５年度）までに他学部・他学科を中心に同規
模の入学定員減を行うこととされていることから、定員減を行う時期及び組織等について
は、今後の学士課程改革の議論の中で検討する旨発言があった。 
審議の結果、提案のとおり承認され、第６５５回役員会（令和６年２月５日開催予

定）で審議・承認の後、３月下旬に文部科学省へ「収容定員に係る学則変更の認可申請

書」を提出することとした。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（９）【報告】学士課程改革の中間総括について    ＜資料９＞ 

三浦議長から、資料９に基づき、第４０８回教育研究評議会（令和５年１２月１９日

開催）において各学類より報告のあった「学士課程改革の検討結果報告書」を受け、学

士課程改革の目的、学士課程再編の議論の現状及び今後目指すべき方向性を共有するた

めに作成した「学士課程改革中間総括」について報告があった。 

各学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（１０）その他情報共有等       ＜資料なし＞ 

 三浦議長から、教育研究評議会において共有したい事項があれば発言いただきたいと提案

があった。 


